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意義、実務的応用可能性と限界を記した。   
                                                     
1  国家によって制定され、国家によって執行・実現される規範。  
2  国会以外の主体が定め、実現される規範。  





































                                                     
3  中村直人編著『コンプライアンス・内部統制ハンドブック』（商事法務、 2017 年）32～35
頁．  






人株主延べ数は 5129 万 9952 人であり、5000 万人を超えている 4。この数字を単純






















                                                     




（2016 年２月 24 日）．https://www.jpx.co.jp/regulation/public/nlsgeu000001igbj -att/1-
01fusyojiprinciple.pdf  
なお、同法人は、2018 年３月 30 日、不祥事予防に関するものとして「上場会社にける不祥
事予防のプリンシパル」が策定し、公表した。  
6  日本取引所自主規制法人 1 頁．  
7  日本取引所自主規制法人 2 頁．  











                                                     
8  日本取引所自主規制法人 2 頁．  
9  金融商品取引法により開示が求められるものとしては、有価証券報告書や四半期報告書等が
ある。  
10  取締役は、会社に対し、任務懈怠により生じた損害を賠償する責任を負う（会社法第 423 条
第１項）。任務懈怠とは、取締役の会社に対する善良なる管理者としての注意義務（善管注意
義務）及び忠実義務の違反である（会社法第 330 条・民法第 644 条、会社法第 355 条）。「注
意義務の水準は、その地位・状況にある者に通常期待される程度のものとされ、とくに専門的
能力を買われて取締役に専任された者については、期待される水準は高くなる」（江頭憲治郎
著『株式会社法〔第６版〕』（有斐閣、2015 年）429 頁．東京高裁昭和 58 年４月 28 日判決・
判時 1081 号 130 頁．）  
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11  ダスキン株主代表訴訟事件・大阪高裁平成 18 年６月９日判決・判タ 1214 号 115 頁．  




















とが考えられる」 13。  
  
                                                     
12  有価証券上場規程第 402 条第２号 x ないし第 403 条第 2 号 l。いずれも、いわゆるバスケッ
ト条項であり、「重要な事実」と評価するか否かは個別的判断になる。  
13  中村 38 頁．  

































                                                     
14  日本弁護士連合会「企業等不祥事における第三者委員会ガイドライン」（2010 年 12 月 17
日）．  
   https://www.nichibenren.or.jp/activity/document/opinion/year/2010/100715_2.html  
15  社外取締役及び社外監査役を含む場合には、独立性が担保されていたとしても、内部調査委
員会という名称にて設置されることもある。  
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17  日本弁護士連合会３頁．  
18  西村あさひ法律事務所危機管理グループ  尾崎恒康監修執筆『役員・従業員の不祥事対応の
実務～調査・責任追及編～』（レクシスネクシス・ジャパン、2014 年）、126 頁．  

































                                                     
19  岡本浩一「組織風土の属人思考と職業的使命感」『日本労働研究雑誌』 565 号（2007 年）４
～12 頁．  
20  岡本 6～7 頁 . 
21  岡本 7 頁 . 
22  岡本 7 頁 . 























                                                     
23  岡本 8～10 頁．  



























                                                     
24  星野崇宏＝荒井一博＝平野茂実＝柳澤秀吉「組織風土と不祥事に関する実証分析」『一橋経済学』第
２巻第２号（2008 年）157～177 頁．  
25  星野ほか 167～168 頁．  










（出所）星野ほか（2008）169 頁  
 
  





















                                                     
26  星野ほか 170 頁 . 
27  職場レベルでのリーダーシップの「職場における信頼」「派閥的行動」「属人風土」への標準
化パス係数は、それぞれ 0.4206、 -0.5596、 -0.6056 である（星野ほか 169 頁）。  











*標準化パス係数をもとに絶対値の大きさに応じて線の太さとした（3 段階）  
*標準化パス係数が正の場合は実線、負の場合は破線とした  
*従属変数に直接の影響を及ぼすものを黒色の線、それ以外を灰色の線とした  

















①  公表されている第三者委員会の調査報告書をダウンロードして取得する  
②  ①で取得した電子ファイルからテキストデータ 29を抽出する  
③  ②で抽出したテキストデータを不祥事のカテゴリー毎に分類して統合する  







R Studio を導入し、そのうえで、日本語の解析を行うためのパッケージである R 






                                                     
28  つまり、いずれも文字情報を利用した調査ということになる。  
29  調査報告書には、原因・背景の分析結果が項を設けて記載されるのが一般的であり、かかる
項を抽出対象とした。  
30  SAS や SPSS と同様のソフトウェアである。  
31  Google Scholar にて“R software”というワードにて検索すると、多数の論文等が確認でき
る。  
32  徳島大学大学院社会産業理工学研究部教授石田基広が開発したパッケージであり、R から日









踏まえて、2015 年 1 月 1 日以降に設置された第三者委員会が本調査開始日である
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表２：調査対象一覧（合計 50 件）  
No.  企  業  名  証券コード  市場* 委員会設置 **  報告書公表 **  
1  株式会社ジャストシステム  4686  東証 1  2018/07/24  2018/09/12  
2  ヤマトホールディングス株式会社  9064  東証 1  2018/07/24  2018/08/31  
3  株式会社アクトコール  6064  マザーズ  2018/07/10  2018/09/06  
4  トレイダーズホールディングス株式会社  8704  JASDAQ  2018/06/14  2018/09/14  
5  スルガ銀行株式会社  8358  東証 1  2018/05/15  2018/09/07  
6  GMB 株式会社  7214  東証 1  2018/05/10  2018/08/01  
7  株式会社省電舎ホールディングス  1711  東証 2  2018/05/02  2018/07/11  
8  株式会社寺岡製作所  4987  東証 2  2018/04/06  2018/07/20  
9  五洋インテックス株式会社  7519  JASDAQ  2018/03/27  2018/05/07  
10  津田駒工業株式会社  6217  東証 1  2018/03/22  2018/05/21  
11  株式会社サンオ－タス  7623  JASDAQ  2018/03/05  2018/04/09  
12  株式会社ツバキ・ナカシマ  6464  東証 1  2018/02/28  2018/05/25  
13  宇部興産株式会社  4208  東証 1  2018/02/23  2018/06/07  
14  雪印メグミルク株式会社  2270  東証 1・札証  2018/02/20  2018/04/27  
15  株式会社ニチイ学館  9792  東証 1  2017/12/14  2018/02/28  
16  大豊建設株式会社  1822  東証 1  2017/12/19  2018/02/02  
17  シチズン時計株式会社  7762  東証 1  2017/11/10  2018/02/09  
18  亀田製菓株式会社  2220  東証 1  2017/10/31  2017/12/14  
19  株式会社神戸製鋼所  5406  東証 1  2017/10/26  2018/03/06  
20  中央ビルト工業株式会社  1971  東証 2  2017/09/07  2017/11/17  
21  アピックヤマダ株式会社  6300  東証 2  2017/05/07  2017/07/03  
22  富士フィルムホールディングス株式会社  4901  東証 1  2017/04/20  2017/06/12  
23  昭光通商株式会社  8090  東証 1  2017/03/01  2017/04/17  
24  G MO アドパートナーズ株式会社  4784  JASDAQ  2017/02/27  2017/04/20  
25  株式会社ディー・エヌ・エー  2432  東証 1  2016/12/15  2017/03/13  
26  住江織物株式会社  3501  東証 1  2016/07/29  2016/10/28  
27  株式会社メディビックグループ  2369  マザーズ  2016/07/05  2016/08/15  
28  HOYA 株式会社  7741  東証 1  2016/05/18  2016/06/17  
29  株式会社フィット  1436  マザーズ  2016/05/17  2016/06/25  
30  株式会社テクノメディカ  6678  東証 1  2016/04/28  2016/06/23  
31  三菱自動車工業株式会社  7211  東証 1  2016/04/26  2016/08/02  
32  株式会社  高田工業所  1966  東証 2  2016/03/29  2016/07/08  
33  前田道路株式会社  1883  東証 1  2016/01/25  2016/06/24  
34  株式会社ジェイホールディングス  2721  JASDAQ  2015/12/21  2016/02/12  
35  株式会社フード・プラネット  7853  東証 2  2015/12/03  2016/01/20  
36  イワキ株式会社  8095  東証 1  2015/11/20  2016/01/13  
37  カワセコンピュータサプライ株式会社  7851  東証 2  2015/11/18  2015/12/07  
38  旭化成株式会社  3407  東証 1  2015/10/23  2016/01/08  
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No.  企  業  名  証券コード  市場* 委員会設置 **  報告書公表 **  
39  株式会社コネクトホールディングス  3647  東証 2  2015/09/24  2015/10/26  
40  株式会社オプトロム  7824  名証  2015/05/20  2015/07/01  
41  KDDI 株式会社  9433  東証 1  2015/05/12  2015/08/21  
42  株式会社東芝  6502  東証 1・名証  2015/05/8  2015/07/20  
43  東邦亜鉛株式会社  5707  東証 1  2015/05/12  2015/05/27  
44  新日本建設株式会社  1879  東証 1  2015/04/16  2015/05/15  
45  株式会社京王ズホールディングス  3731  マザーズ  2015/04/01  2015/04/21  
46  大陽日酸株式会社  4091  東証 1  2015/03/27  2015/05/15  
47  ジ ャパ ン ベ スト レ ス キュ ー シ ス テム 株 式 会社  2453  東証 1・名証  2015/03/12  2015/04/28  
48  株式会社ロジネットジャパン  9027  札証  2015/02/05  2015/03/07  
49  株式会社バリューHR  6078  東証 2  2015/01/23  2015/02/16  
50  株式会社かわでん  6648  JASDAQ  2015/01/16  2015/03/13  
 
* 東京証券取引所第一部を「東証１」、同第二部を「東証２」、同 JASDAQ を「 JASDAQ」、同マ
ザーズを「マザーズ」と、その他の証券取引所については名古屋を「名証」、札幌を「札証」と
それぞれ表記。  
** 委員会設置及び報告書公表の日は、適示開示された日を基準としてそれぞれ表記。  
（出所）筆者作成  
  

















No.  カテゴリー  件数  割合  
1 不正会計（不正又は不適切な会計処理が行われたケース）  28  56  
2 品質偽装（品質等の偽装行為が行われたケース）  10  20  
3 その他の規律違反（上記１及び２以外のケース）  12  24  





No.  カテゴリー  
2015  2016  2017  2018*  
件数  割合  件数  割合  件数  割合  件数  割合  
1 不正会計  11  65  5  56  7 70  5 36  
2 品質偽装  1 6 1  11  2 20  6 43  
3 その他の規律違反  5 29  3  33  1 10  3 21  
 合  計  17  100  9  100  10  100  14  100  








するためにマイニングした。R にて、以下のスクリプト 33を実行して作成した CSV
                                                     
33  本スクリプトを実行する前に「 library(RMeCab)、 library(dplyr )、 library(magrittr )、
library(wordcloud)、 library(igraph)」のパッケージを読み込む。  
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ファイルをもとに整理したものが、21 頁以降の表５から表７である。  
 
【スクリプト（不正会計カテゴリーに適用したもの）】  
①  fk <- docDF("fuseikaikei.txt",type=1)  
②  fk2 <- fk %>% select(everything(), FREQ = fuseikaikei.txt) %>% filter(POS1 %in% 
c("名詞 ","形容詞 "),POS2 %in% c("一般 ","自立 "),FREQ >=2)  
③  fk2 %>% arrange(FREQ) %>% tail(50)  
④  fk3 <- fk2 %>% filter(! TERM %in% c("ない ","ある ","本件 ","当該 ","上記 ","通り ") )  
⑤  fk4 <- fk3 %>% filter(nchar(TERM)>1 )  
⑥  fk4 %>% arrange(FREQ) %>% tail(50)  











③   データフレーム“fk2”を一度、頻度順に並べ替えたうえで頻度が上位 50 の形態
素を確認した。  
④   ③の確認結果を踏まえ、分析の精度を上げるため、関数“filter()”で、ストップワ
ード 36を削除する処理を行った。ここでは、「ない」「ある」「本件」「当該」「上記」
「通り」をストップワードとして削除した。  
⑤   同様に、１文字の名詞も実質的にストップワードとなりうるため、関数“filter()”
で削除する処理を行った。この時点でのデータフレームを“fk4”と指定した。  
⑥   再度、この時点でのデータフレームにおける頻度が上位 50 の形態素を確認し
た。  
⑦   そして、データフレーム“fk4”を CSV37ファイルとして書き出す処理を行った。  
 
 
                                                     
34  調査報告書をカテゴリー別にテキストファイルに整理したもの。  
35  言語学で意味のある最小の単位をいう。  
36  一般にドキュメントの内容に直接関係しない語をいう。  
37  Comma Separated Value の略。  




No. TERM POS1 POS2 FREQ RATIO(％）
1 事業 名詞 一般 400 3.06
2 取締役 名詞 一般 350 2.68
3 売上 名詞 一般 327 2.50
4 内部 名詞 一般 286 2.19
5 業務 名詞 一般 253 1.93
6 会社 名詞 一般 235 1.80
7 場所 名詞 一般 230 1.76
8 部門 名詞 一般 187 1.43
9 状況 名詞 一般 180 1.38
10 案件 名詞 一般 174 1.33
11 財務 名詞 一般 157 1.20
12 当社 名詞 一般 153 1.17
13 体制 名詞 一般 140 1.07
14 内容 名詞 一般 136 1.04
15 役員 名詞 一般 134 1.02
16 顧客 名詞 一般 125 0.96
17 原因 名詞 一般 122 0.93
18 リスク 名詞 一般 113 0.86
19 予算 名詞 一般 102 0.78
20 社内 名詞 一般 100 0.76
21 グループ 名詞 一般 96 0.73
22 対象 名詞 一般 95 0.73
23 子会社 名詞 一般 93 0.71
24 業績 名詞 一般 92 0.70
25 部長 名詞 一般 88 0.67
26 委員 名詞 一般 84 0.64
27 基準 名詞 一般 77 0.59
28 本社 名詞 一般 72 0.55
29 企業 名詞 一般 69 0.53
30 責任 名詞 一般 68 0.52
30 利益 名詞 一般 68 0.52
32 システム 名詞 一般 63 0.48
33 実績 名詞 一般 62 0.47
34 事項 名詞 一般 61 0.47
34 棚卸 名詞 一般 61 0.47
36 数値 名詞 一般 60 0.46
36 本部 名詞 一般 60 0.46
38 社長 名詞 一般 59 0.45
39 現地 名詞 一般 57 0.44
40 コンプライアンス 名詞 一般 56 0.43
40 事情 名詞 一般 56 0.43
42 金額 名詞 一般 55 0.42
42 不備 名詞 一般 55 0.42
44 高い 形容詞 自立 53 0.41
44 実態 名詞 一般 53 0.41
44 法人 名詞 一般 53 0.41
47 書類 名詞 一般 51 0.39
47 製品 名詞 一般 51 0.39
49 海外 名詞 一般 49 0.37
50 外部 名詞 一般 47 0.36
50 強い 形容詞 自立 47 0.36
50 資産 名詞 一般 47 0.36
合　計 13,080 100.00




No. TERM POS1 POS2 FREQ RATIO（％）
1 品質 名詞 一般 291 3.46
2 製品 名詞 一般 234 2.78
3 業務 名詞 一般 160 1.90
4 部門 名詞 一般 159 1.89
5 燃費 名詞 一般 153 1.82
6 性能 名詞 一般 141 1.68
7 データ 名詞 一般 130 1.55
8 原因 名詞 一般 127 1.51
9 部署 名詞 一般 126 1.50
10 委員 名詞 一般 125 1.49
11 種苗 名詞 一般 116 1.38
12 当社 名詞 一般 111 1.32
13 目標 名詞 一般 104 1.24
14 顧客 名詞 一般 103 1.23
15 現場 名詞 一般 95 1.13
16 品種 名詞 一般 94 1.12
17 責任 名詞 一般 91 1.08
18 コンプライアンス 名詞 一般 88 1.05
19 事業 名詞 一般 87 1.04
20 工場 名詞 一般 83 0.99
21 仕様 名詞 一般 82 0.98
22 グループ 名詞 一般 79 0.94
22 社内 名詞 一般 79 0.94
24 状況 名詞 一般 74 0.88
25 規格 名詞 一般 71 0.84
26 内容 名詞 一般 69 0.82
26 不適切 名詞 一般 69 0.82
28 会社 名詞 一般 66 0.79
29 本部 名詞 一般 62 0.74
30 社員 名詞 一般 61 0.73
30 体制 名詞 一般 61 0.73
32 自動車 名詞 一般 59 0.70
33 情報 名詞 一般 56 0.67
33 内部 名詞 一般 56 0.67
35 取締役 名詞 一般 53 0.63
36 役職 名詞 一般 50 0.59
37 企業 名詞 一般 49 0.58
38 ヒアリング 名詞 一般 47 0.56
39 技術 名詞 一般 45 0.54
39 背景 名詞 一般 45 0.54
39 法令 名詞 一般 45 0.54
42 工程 名詞 一般 44 0.52
42 商品 名詞 一般 44 0.52
42 不適合 名詞 一般 44 0.52
45 拠点 名詞 一般 43 0.51
45 法規 名詞 一般 43 0.51
47 チーム 名詞 一般 39 0.46
48 事例 名詞 一般 36 0.43
48 人員 名詞 一般 36 0.43
50 機会 名詞 一般 35 0.42
50 複数 名詞 一般 35 0.42
合　計 8,405 100.00




No. TERM POS1 POS2 FREQ RATIO（％）
1 リスク 名詞 一般 322 2.04
2 事業 名詞 一般 275 1.74
3 取締役 名詞 一般 270 1.71
4 ローン 名詞 一般 269 1.71
5 業務 名詞 一般 267 1.69
6 不動産 名詞 一般 231 1.46
7 情報 名詞 一般 201 1.27
8 目標 名詞 一般 187 1.19
9 状況 名詞 一般 186 1.18
10 収益 名詞 一般 177 1.12
11 バンク 名詞 一般 175 1.11
12 部門 名詞 一般 171 1.08
13 会社 名詞 一般 147 0.93
14 内部 名詞 一般 145 0.92
14 物件 名詞 一般 145 0.92
16 パーソナル 名詞 一般 142 0.90
17 支店 名詞 一般 132 0.84
18 資金 名詞 一般 120 0.76
19 内容 名詞 一般 119 0.75
20 社長 名詞 一般 117 0.74
20 体制 名詞 一般 117 0.74
22 キュレーション 名詞 一般 113 0.72
22 商品 名詞 一般 113 0.72
24 本部 名詞 一般 112 0.71
25 原因 名詞 一般 109 0.69
26 部長 名詞 一般 104 0.66
27 業者 名詞 一般 101 0.64
27 職員 名詞 一般 101 0.64
29 現場 名詞 一般 100 0.63
29 人事 名詞 一般 100 0.63
31 役員 名詞 一般 97 0.61
32 項目 名詞 一般 95 0.60
33 資産 名詞 一般 94 0.60
34 事項 名詞 一般 93 0.59
35 シェアハウスローン 名詞 一般 86 0.55
35 社内 名詞 一般 86 0.55
37 対象 名詞 一般 85 0.54
38 委員 名詞 一般 84 0.53
39 資料 名詞 一般 83 0.53
40 案件 名詞 一般 81 0.51
40 自己 名詞 一般 81 0.51
42 チャネル 名詞 一般 77 0.49
43 責任 名詞 一般 76 0.48
44 基準 名詞 一般 75 0.48
45 企業 名詞 一般 74 0.47
46 社員 名詞 一般 71 0.45
47 数字 名詞 一般 70 0.44
48 書類 名詞 一般 69 0.44
48 部署 名詞 一般 69 0.44
50 方針 名詞 一般 67 0.42
合　計 15,775 100.00




















*頻度数 40 以上の単語のみ抽出  
（出所）本調査結果をもとに筆者作成   
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図６：品質偽装カテゴリーのワードクラウド（高頻度単語の視覚的観察）  
 






*頻度数 60 以上の単語のみ抽出  
（出所）本調査結果をもとに筆者作成   








頁以降の表８から表 10 である。  
 
【スクリプト（不正会計カテゴリーに適用したもの）】  
①  fknet<-docDF("fuseikaikei.txt",type=1,N=2,pos=c("名詞 ","形容詞 ","動詞 "),nDF=1)  
②  fknet %>% head()  
③  fknet2 <- fknet %>% select(everything(),FREQ = fuseikaikei.txt )%>% filter(!grepl("
数 ",POS2) ,!grepl("接尾|非自立 ",POS2) , ! N1 %in% c("No","平成 ","(", "本件 ","する
","こと ","考える ","もの ","せる ","れる ","られる ") ,! N2 %in% c("する ","いる ","こと
","考える ","もの ","せる ","れる ","られる "))  
④  fknet2 %>% arrange(FREQ) %>% tail(50)  







②   データフレーム”fknet”を頻度順に並べ替えたうえで上位 50 のネットワークを
確認した。  







④   データフレーム“fknet2”における頻度が上位 50 のネットワークを再確認した。 
⑤   そして、データフレーム“fknet2”を CSV40ファイルに書き出す処理を行った。  
                                                     
38  調査報告書をカテゴリー別にテキストファイルに整理したもの。  
39  言語学で意味のある最小の単位をいう。  
40  Comma Separated Value の略。  




No. N1 N2 POS1 POS2 FREQ RATIO（％）
1 会計 処理 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 271 0.98
2 不適切 会計 名詞-名詞 形容動詞語幹-サ変接続 185 0.67
3 内部 監査 名詞-名詞 一般-サ変接続 125 0.45
4 内部 統制 名詞-名詞 一般-サ変接続 115 0.42
5 売上 計上 名詞-名詞 一般-サ変接続 70 0.25
6 会計 監査 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 66 0.24
7 事業 部長 名詞-名詞 一般-一般 52 0.19
8 管理 部門 名詞-名詞 サ変接続-一般 51 0.19
9 処理 取引 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 46 0.17
10 繰延 計上 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 44 0.16
11 営業 担当 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 43 0.16
12 監査 法人 名詞-名詞 サ変接続-一般 41 0.15
12 管理 体制 名詞-名詞 サ変接続-一般 41 0.15
14 対象 会社 名詞-名詞 一般-一般 40 0.15
15 売上 取引 名詞-名詞 一般-サ変接続 39 0.14
16 特別 出荷 名詞-名詞 形容動詞語幹-サ変接続 37 0.13
16 不正 取引 名詞-名詞 形容動詞語幹-サ変接続 37 0.13
18 ソフトカーム 事業 名詞-名詞 一般-一般 35 0.13
18 業務 執行 名詞-名詞 一般-サ変接続 35 0.13
20 財務 報告 名詞-名詞 一般-サ変接続 34 0.12
21 棚卸 資産 名詞-名詞 一般-一般 31 0.11
21 問題 取引 名詞-名詞 ナイ形容詞語幹-サ変接続 31 0.11
23 実績 売上 名詞-名詞 一般-一般 30 0.11
24 事業 本部 名詞-名詞 一般-一般 29 0.11
25 コンプライアンス 意識 名詞-名詞 一般-サ変接続 28 0.10
25 意識 欠如 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 28 0.10
25 上場 会社 名詞-名詞 サ変接続-一般 28 0.10
28 グループ 会社 名詞-名詞 一般-一般 27 0.10
28 監査 部門 名詞-名詞 サ変接続-一般 27 0.10
28 取引 発生 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 27 0.10
31 監査 委員 名詞-名詞 サ変接続-一般 26 0.09
32 プラント 事業 名詞-名詞 一般-一般 25 0.09
32 下請 業者 名詞-名詞 サ変接続-一般 25 0.09
32 経営 企画 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 25 0.09
32 書面 決議 名詞-名詞 一般-サ変接続 25 0.09
32 代表 取締役 名詞-名詞 サ変接続-一般 25 0.09
37 経営 管理 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 24 0.09
37 取引 実態 名詞-名詞 サ変接続-一般 24 0.09
39 係る 売上 動詞-名詞 自立-一般 23 0.08
39 子会社 管理 名詞-名詞 一般-サ変接続 23 0.08
41 業者 不正 名詞-名詞 一般-形容動詞語幹 22 0.08
41 業務 体制 名詞-名詞 一般-一般 22 0.08
41 統制 機能 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 22 0.08
44 海外 子会社 名詞-名詞 一般-一般 21 0.08
44 経営 トップ 名詞-名詞 サ変接続-一般 21 0.08
44 経営 会議 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 21 0.08
44 現地 調整 名詞-名詞 一般-サ変接続 21 0.08
44 再発 防止 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 21 0.08
44 事業 統括 名詞-名詞 一般-サ変接続 21 0.08
44 内部 通報 名詞-名詞 一般-サ変接続 21 0.08
44 返品 条項 名詞-名詞 サ変接続-一般 21 0.08
49 経営 会議 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 20 0.07
49 事業 統括 名詞-名詞 一般-サ変接続 20 0.07
49 統制 機能 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 20 0.07
合　計 27,552 100.00




No. N1 N2 POS1 POS2 FREQ RATIO（％）
1 不適切 行為 名詞-名詞 形容動詞語幹-サ変接続 166 1.01
2 品質 保証 名詞-名詞 一般-サ変接続 161 0.98
3 性能 実験 名詞-名詞 一般-サ変接続 123 0.75
4 燃費 目標 名詞-名詞 一般-一般 77 0.47
5 偽装 行為 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 70 0.43
6 不適切 行為 名詞-名詞 一般-サ変接続 65 0.40
7 品種 偽装 名詞-名詞 一般-サ変接続 59 0.36
8 開発 本部 名詞-名詞 サ変接続-一般 55 0.34
8 製品 出荷 名詞-名詞 一般-サ変接続 55 0.34
10 目標 達成 名詞-名詞 一般-サ変接続 50 0.30
11 保証 部門 名詞-名詞 サ変接続-一般 45 0.27
12 不適合 製品 名詞-名詞 一般-一般 42 0.26
13 納入 仕様 名詞-名詞 サ変接続-一般 40 0.24
14 杭 工事 名詞-名詞 一般-サ変接続 37 0.23
15 コンプライアンス 意識 名詞-名詞 一般-サ変接続 36 0.22
16 事業 部門 名詞-名詞 一般-一般 35 0.21
16 製品 規格 名詞-名詞 一般-一般 35 0.21
18 試験 結果 名詞-名詞 サ変接続-副詞可能 30 0.18
18 品質 コンプライアンス 名詞-名詞 一般-一般 30 0.18
20 監査 委員 名詞-名詞 サ変接続-一般 29 0.18
21 試験 グループ 名詞-名詞 サ変接続-一般 28 0.17
21 適正 行為 名詞-名詞 形容動詞語幹-サ変接続 28 0.17
21 認証 試験 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 28 0.17
21 表示 義務 名詞-名詞 サ変接続-一般 28 0.17
25 データ 流用 名詞-名詞 一般-サ変接続 27 0.16
26 現場 責任 名詞-名詞 一般-一般 26 0.16
26 内部 監査 名詞-名詞 一般-サ変接続 26 0.16
26 品質 管理 名詞-名詞 一般-サ変接続 26 0.16
26 保証 業務 名詞-名詞 サ変接続-一般 26 0.16
30 自動車 開発 名詞-名詞 一般-サ変接続 24 0.15
31 意識 希薄 名詞-名詞 サ変接続-形容動詞語幹 23 0.14
31 長年 亘る 名詞-動詞 副詞可能-自立 23 0.14
33 原因 背景 名詞-名詞 一般-一般 22 0.13
33 顧客 仕様 名詞-名詞 一般-一般 22 0.13
33 走行 抵抗 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 22 0.13
36 違反 事実 名詞-名詞 サ変接続-副詞可能 21 0.13
36 燃費 改善 名詞-名詞 一般-サ変接続 21 0.13
38 亘る 継続 動詞-名詞 自立-サ変接続 20 0.12
39 原因 分析 名詞-名詞 一般-サ変接続 19 0.12
39 認定 試験 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 19 0.12
39 不正 行為 名詞-名詞 形容動詞語幹-サ変接続 19 0.12
42 試験 成績 名詞-名詞 サ変接続-一般 18 0.11
42 情報 共有 名詞-名詞 一般-サ変接続 18 0.11
44 型式 指定 名詞-名詞 一般-サ変接続 17 0.10
44 検査 結果 名詞-名詞 サ変接続-副詞可能 17 0.10
44 工事 現場 名詞-名詞 サ変接続-一般 17 0.10
44 行為 是正 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 17 0.10
44 行為 長年 名詞-名詞 サ変接続-副詞可能 17 0.10
44 再発 防止 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 17 0.10
50 開発 プロジェクト 名詞-名詞 サ変接続-一般 16 0.10
50 指定 審査 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 16 0.10
50 商品 開発 名詞-名詞 一般-サ変接続 16 0.10
50 責任 負う 名詞-動詞 一般-自立 16 0.10
50 品質 問題 名詞-名詞 一般-ナイ形容詞語幹 16 0.10
50 複数 不適切 名詞-名詞 一般-一般 16 0.10
合　計 16,401
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表 10：その他の規律違反カテゴリーのネットワーク頻度表（上位 50） 
 
（出所）本調査結果をもとに筆者作成 
No. N1 N2 POS1 POS2 FREQ RATIO（％）
1 パーソナル バンク 名詞-名詞 一般-一般 139 0.47
2 キュレーション 事業 名詞-名詞 一般-一般 106 0.36
3 収益 不動産 名詞-名詞 一般-一般 103 0.35
4 営業 推進 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 85 0.29
5 不正 行為 名詞-名詞 形容動詞語幹-サ変接続 82 0.27
6 資産 形成 名詞-名詞 一般-サ変接続 75 0.25
7 シェア ハウス 名詞-名詞 一般-一般 64 0.21
8 営業 企画 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 60 0.20
8 形成 ローン 名詞-名詞 サ変接続-一般 60 0.20
8 信用 リスク 名詞-名詞 サ変接続-一般 60 0.20
11 推進 項目 名詞-名詞 サ変接続-一般 55 0.18
12 担保 評価 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 51 0.17
13 内部 監査 名詞-名詞 一般-サ変接続 50 0.17
13 不動産 ローン 名詞-名詞 一般-一般 50 0.17
15 岡野 社長 名詞-名詞 固有名詞-一般 47 0.16
15 自己 資金 名詞-名詞 一般-一般 47 0.16
17 リスク 管理 名詞-名詞 一般-サ変接続 44 0.15
18 経営 会議 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 43 0.14
19 営業 担当 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 42 0.14
20 内部 統制 名詞-名詞 一般-サ変接続 40 0.13
21 営業 本部 名詞-名詞 サ変接続-一般 38 0.13
22 融資 実行 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 36 0.12
23 サブ リース 名詞-名詞 一般-サ変接続 35 0.12
24 担保 ローン 名詞-名詞 サ変接続-一般 34 0.11
25 財源 規制 名詞-名詞 一般-サ変接続 33 0.11
26 融資 管理 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 32 0.11
27 家賃 保証 名詞-名詞 一般-サ変接続 31 0.10
27 審査 担当 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 31 0.10
29 営業 部門 名詞-名詞 サ変接続-一般 29 0.10
29 執行 役員 名詞-名詞 サ変接続-一般 29 0.10
31 経営 管理 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 28 0.09
32 業務 監査 名詞-名詞 一般-サ変接続 26 0.09
32 事務 取扱 名詞-名詞 一般-一般 26 0.09
32 取扱 要領 名詞-名詞 一般-一般 26 0.09
35 確認 資料 名詞-名詞 サ変接続-一般 25 0.08
35 目標 達成 名詞-名詞 一般-サ変接続 25 0.08
37 営業 目標 名詞-名詞 サ変接続-一般 24 0.08
37 業務 執行 名詞-名詞 一般-サ変接続 24 0.08
37 常勤 監査 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 24 0.08
40 資金 確認 名詞-名詞 一般-サ変接続 22 0.07
40 事務 手続 名詞-名詞 一般-サ変接続 22 0.07
42 コンプライアンス 意識 名詞-名詞 一般-サ変接続 21 0.07
42 引越 事業 名詞-名詞 一般-一般 21 0.07
42 管理 体制 名詞-名詞 サ変接続-一般 21 0.07
42 金銭 消費 名詞-名詞 一般-サ変接続 21 0.07
42 資金 使途 名詞-名詞 一般-一般 21 0.07
42 消費 貸借 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 21 0.07
42 貸借 契約 名詞-名詞 サ変接続-サ変接続 21 0.07
42 不動産 業者 名詞-名詞 一般-一般 21 0.07
42 物件 調査 名詞-名詞 一般-サ変接続 21 0.07
合　計 29,820 100.00





グラフ方式を使ってプロットした。その結果が次頁以降の図８から図 10 である。 
 
【スクリプト（不正会計カテゴリーに適用したもの）】  
⑥  fknet3 <- fknet2 %>% select(N1,N2,FREQ) %>% filter(FREQ >=19)  
⑦  fknet3 %>% NROW()  
⑧  fknet4 <- graph_from_data_frame(fknet3)  
⑨  E(fknet4)$weight <- fknet3$FREQ *0.09  
⑩  plot(fknet4,vertex.shape="circle",vertex.color="white",vertex.frame.color="gray", 
vertex.size=9, vertex.label.color="black",  vertex.label.cex=1.0, edge.color="gray50",  
edge.width=E(fknet4)$weight, layout=layout.fruchterman.reingold)  
 
【説明】  
⑥   データフレーム“fknet2”をもとに、関数“select()”でネットワークを構成する各
単語及び頻度のデータを抽出し、かつ、関数”filter()“で頻度 19（※50 位をみて決
定した数値）以上のみを残した。この結果のデータフレームを“fknet3”とした。  
⑦   データフレーム“fknet3“のデータフレームの行数を確認した。  
⑧   データフレーム“fknet3”を関数”graph_from_data_frame()”でネットワークグラ
フ形式に変換した。この結果のデータフレームを“fknet4”とした。  
⑨   ネットワークグラフにおける矢印の太さ“weight”に頻度“FREQ”を反映させた。 













*ネットワークの頻度数 20 以上のものをプロット  
（出所）本調査結果をもとに筆者作成  
  





















*ネットワークの頻度数 20 以上のものをプロット  
（出所）本調査結果をもとに筆者作成  
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１ 全体  
 
































リーに含まれる事案が、2015 年では６％であったが、2016 年には 11％、2017 年に
は 20％、2018 年には不正会計カテゴリーを超えて 43％の割合を占めるに至った。
改めて、暦年の合計件数に対する各カテゴリーの件数の割合を示したのが次の図
11 である。  
 





と考えられる。実際に、2017 年 11 月 29 日に一般社団法人日本経済団体連合会が、
製造業における品質データをめぐる不正問題が発覚していることに鑑み、約 1300











                                                     
41  日本経済新聞「経団連、品質不正の調査要請へ  1300 会員企業向け」（2017 年 11 月 29
日） . 
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41 KDDI 株式会社 
香港に所在する連結子会社において、資本参加（買収）前に行わ
れていた取引の実在性に疑義があるにもかかわらず売上計上さ
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作する件数が多い（28 件中、①は 20 件、②は８件である。ただし、重複あり）。  
いずれも、実体に比して人為的に最終的な利益額を多く見せかけるものである。
確かに上場企業（公開会社）ではない非公開会社においても、No.29・株式会社フ












































No. 企 業 名 事例の概要 
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表 12 記載のとおり、本調査の結果、法令ないし公的規格を満たしていなかった























                                                     
42  法律知識及び技術的な知識の双方が必要となる。  
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表 15：高頻度ネットワークの関連性分類 






































































認させる語が存在する（39 位及び 49 位）ことが挙げられる。  
高頻度ネットワークにおける特徴としては、⑤数値に関連性を有するネットワ
ークが多く（上位 50 位のうち 5 つ）、そのうち「売上」が含まれているものが 3 つ
であるほか、「棚卸 -資産」が含まれている（21 位）こと、⑥組織に関連性を有する
ネットワークに「管理 -部門」、「事業 -本部」及び「監査 -部門」が存在する（８位、
24 位及び 28 位）こと、⑦人との関連性を有するネットワークに「事業 -部長」と
いう上級管理職を示すものがより上位に存在するほか（７位）、「代表 -取締役」及
び「経営 -トップ」というものが存在する（32 位及び 44 位）こと、⑧その他、「海
外 -子会社」及び「現地 -調整」といったグローバルを推認させるネットワークも存























20 位及び 45 位）、「本社」という語が存在しないこと、③人との関連性を有する語
のうち、最も上位であるのが「社員」（30 位）であり、次いで「取締役」及び「社










と、⑧その他、「納入 -仕様」、「製品 -規格」及び「顧客 -仕様」といったネットワー






















た、高頻度ネットワークにおける特徴として、③「営業 -目標」（37 位）、「営業 -本
部」（21 位）、「営業 -部門」（29 位）及び「営業 -担当」（19 位）といった「営業」
という語と関連するネットワークが観察されること、④その他、「リスク -管理」と
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7 株式会社省電舎ホールディングス ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
42 株式会社東芝 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
1 株式会社ジャストシステム ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
5 スルガ銀行株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
6 GMB株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
31 三菱自動車工業株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
39 株式会社コネクトホールディングス ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
22 富士フィルムホールディングス株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
4 トレイダーズホールディングス株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
12 株式会社ツバキ・ナカシマ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
25 株式会社ディー・エヌ・エー ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
14 雪印メグミルク株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
37 カワセコンピュータサプライ株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
29 株式会社フィット ✓ ✓ ✓ ✓
20 中央ビルト工業株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
9 五洋インテックス株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
43 東邦亜鉛株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
10 津田駒工業株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
13 宇部興産株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
19 株式会社神戸製鋼所 ✓ ✓ ✓ ✓
32 株式会社 高田工業所 ✓ ✓ ✓ ✓
11 株式会社サンオ－タス ✓ ✓ ✓ ✓
41 KDDI株式会社 ✓ ✓ ✓
16 大豊建設株式会社 ✓ ✓ ✓
44 新日本建設株式会社 ✓ ✓ ✓
47 ジャパンベストレスキューシステム株式会社 ✓ ✓ ✓
2 ヤマトホールディングス株式会社 ✓ ✓ ✓
23 昭光通商株式会社 ✓ ✓ ✓
28 HOYA株式会社 ✓ ✓ ✓
17 シチズン時計株式会社 ✓ ✓ ✓
21 アピックヤマダ株式会社 ✓ ✓ ✓
26 住江織物株式会社 ✓ ✓ ✓
27 株式会社メディビックグループ ✓ ✓ ✓
49 株式会社バリューHR ✓ ✓
18 亀田製菓株式会社 ✓ ✓
15 株式会社ニチイ学館 ✓ ✓
24 GMO アドパートナーズ株式会社 ✓ ✓
48 株式会社ロジネットジャパン ✓ ✓
50 株式会社かわでん ✓ ✓
8 株式会社寺岡製作所 ✓ ✓
30 株式会社テクノメディカ ✓ ✓
33 前田道路株式会社 ✓ ✓
34 株式会社ジェイホールディングス ✓ ✓
35 株式会社フード・プラネット ✓ ✓
36 イワキ株式会社 ✓ ✓
38 旭化成株式会社 ✓ ✓
40 株式会社オプトロム ✓ ✓
45 株式会社京王ズホールディングス ✓ ✓
46 大陽日酸株式会社 ✓ ✓
3 株式会社アクトコール
合計 49 38 22 20 19 13 4 4 3 2 2 0
割合 98% 76% 44% 40% 38% 26% 8% 8% 6% 4% 4% 0%








た。その結果が次の表 17 である。  
 
表 17：標準化パス係数との比較（全体）  
 
*説明変数は、標準化パス係数（総合効果）の高い順に並べた  
**指摘割合は、指摘がなされている件数を全体の件数（ 50 件）で除して算出した  
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図 12：標準化パス係数との比較（全体）  
 
*標準化パス係数は絶対値を採用した  





































の有無を確認した。この結果は次の表 18 から表 20 のとおりである。  
 
 



















7 株式会社省電舎ホールディングス ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
42 株式会社東芝 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
1 株式会社ジャストシステム ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
39 株式会社コネクトホールディングス ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
22 富士フィルムホールディングス株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
4 トレイダーズホールディングス株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
37 カワセコンピュータサプライ株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
29 株式会社フィット ✓ ✓ ✓ ✓
20 中央ビルト工業株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
9 五洋インテックス株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
43 東邦亜鉛株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
32 株式会社高田工業所 ✓ ✓ ✓ ✓
41 KDDI株式会社 ✓ ✓ ✓
16 大豊建設株式会社 ✓ ✓ ✓
44 新日本建設株式会社 ✓ ✓ ✓
47 ジャパンベストレスキューシステム株式会社 ✓ ✓ ✓
23 昭光通商株式会社 ✓ ✓ ✓
21 アピックヤマダ株式会社 ✓ ✓ ✓
26 住江織物株式会社 ✓ ✓ ✓
27 株式会社メディビックグループ ✓ ✓ ✓
49 株式会社バリューHR ✓ ✓
18 亀田製菓株式会社 ✓ ✓
24 GMO アドパートナーズ株式会社 ✓ ✓
48 株式会社ロジネットジャパン ✓ ✓
30 株式会社テクノメディカ ✓ ✓
35 株式会社フード・プラネット ✓ ✓
45 株式会社京王ズホールディングス ✓ ✓
3 株式会社アクトコール
合計 27 19 13 11 10 8 4 4 1 2 1 0
割合 96% 68% 46% 39% 36% 29% 14% 14% 4% 7% 4% 0%





























6 GMB株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
31 三菱自動車工業株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
12 株式会社ツバキ・ナカシマ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
14 雪印メグミルク株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
10 津田駒工業株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
13 宇部興産株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓
19 株式会社神戸製鋼所 ✓ ✓ ✓ ✓
17 シチズン時計株式会社 ✓ ✓ ✓
8 株式会社寺岡製作所 ✓ ✓
38 旭化成株式会社 ✓ ✓
合計 10 10 5 4 7 3 0 0 2 0 0 0
















5 スルガ銀行株式会社 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
25 株式会社ディー・エヌ・エー ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
11 株式会社サンオ－タス ✓ ✓ ✓ ✓
2 ヤマトホールディングス株式会社 ✓ ✓ ✓
28 HOYA株式会社 ✓ ✓ ✓
15 株式会社ニチイ学館 ✓ ✓
50 株式会社かわでん ✓ ✓
33 前田道路株式会社 ✓ ✓
34 株式会社ジェイホールディングス ✓ ✓
36 イワキ株式会社 ✓ ✓
40 株式会社オプトロム ✓ ✓
46 大陽日酸株式会社 ✓ ✓
合計 12 9 3 5 2 2 0 0 0 0 1 0
割合 100% 75% 33% 42% 17% 17% 0% 0% 0% 0% 8% 0%





表 21 及び図 13 である。  
 
表 21：標準化パス係数との比較（カテゴリー別）  
 
*説明変数は、標準化パス係数（総合効果）の高い順に並べた  
**指摘割合は、指摘がなされている件数を全体の件数（ 50 件）で除して算出した  
（出所）表１及び表 18 から 20 をもとに筆者作成  
 
 
図 13：説明変数の指摘割合（カテゴリー別）  









職場レベルでのリーダーシップ -0.2961 14% 0% 0%
道徳的リーダーシップ -0.2588 68% 100% 75%
派閥的行動 0.2246 36% 70% 17%
職場における信頼 -0.1883 4% 20% 0%
属人風土 0.1506 29% 30% 17%
コンプライアンスシステムの整備 -0.1198 96% 100% 100%
就業規則 -0.1166 7% 0% 0%
市場競争の激しさ 0.0781 14% 0% 0%
成果主義 0.0775 4% 0% 8%
雇用保障 -0.0404 0% 0% 0%
職務分掌 -0.0262 39% 40% 42%
企業業績 0.0100 46% 50% 33%
調査報告書・指摘割合
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